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分析システム 
体験学習編 

2015年11月25日 午前 

資料⑤ 医療対策課 
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７．体験学習１（単表） 

＜カリキュラムの目的＞ 
メトリック【集計値】 と フィルタ機能【絞込み】 を利用し、仮説・検証型の分析を実施してみましょう。 
 
・傷病者情報より、搬送連絡回数別の件数を集計する。 
・メトリック【集計値】を利用し件数だけでは無く比率や順位等を加え 
 比較し易くする。（サンプリングの場合は比率が有効） 
・EXCELファイルやパワーポイントファイルに出力し2次加工が可能であることを確認する。 
・グラフを表示させて見やすく確認する。 
・フィルタ機能【絞込み】を利用し、仮説を立てEXCELファイルに出力し比較し分析してみる。 
 
 例１）緊急度「高」であった場合、比率が良くなるか。   （緊急度による比較） 
 例２）“2014年12月“と”14年11月“とで比較してみる。（時間軸による比較） 
 例３）入院時転帰＝“入院“で比較してみる。       （重症患者比較） 
 例４）初診時転帰＝“外来のみ“で比較してみる。     （軽傷患者比較） 
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帳票仕様書１：「医療圏ごと連絡回数分布」を作成しましょう。 

１）帳票レイアウト仕様書 
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帳票仕様書１：「医療圏ごと連絡回数分布」を作成しましょう。 

２）項目仕様書 

a.データソース設定 
  「         」を選択 

b.レポートの表示項目(カラム【列】、ロウ【行】)に関する設定 

傷病者情報 

No 列or行 データ 
フィールド 

項目名 編集内容 

１ 列 傷病６ 搬送機関：選定：決定までの連絡回数 - 

２ 列 出場情報 消防本部コード【結合キー１】 個数による集約 

３ 列 出場情報 消防本部コード【結合キー１】 合計値に対する百分率(%) 

４ 

５ 

６ 

７ 
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c.フィルターに関する設定 

帳票仕様書１：「医療圏ごと連絡回数分布」を作成しましょう。 

No データフィールド 項目名 演算子 編集内容 初期値 

１ 出場情報 発生年 等しい(=) - 2014 

２ 出場情報 発生月（一致条件用） 等しい(=) - - 

３ 傷病者情報６ 救急隊判断緊急度 等しい(=) - 高 

４ 大阪府 第2因子：緊急度 一覧に含む - - 

５ 病院後情報 初診時：転帰 等しい(=) - - 

６ 病院後情報 入院時:入院（転帰） 等しい(=) - - 

７ 
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①課題１：レポートの新規作成 

①レポート作成手順 

 

 (1)レポートに表示したい項目の設定 

 (2)各項目の表示設定 

 (3)フィルター設定 

 (4)レポートの保存 
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①課題１：レポートの新規作成 

1).レポートの作成 

「作成」 -> 「レポート」をクリックする。 
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①課題１：レポートの新規作成 

2).分析対象の情報を選択 

「新規レポート 作成」画面で、レポートのデータ
ソースとして「傷病者情報」を選択する。 
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①課題１：レポートの新規作成 

3).「レポート作成」画面の表示 
1. 「新規レポート作成」画面
が表示される。 

2. 画面左側には、傷病者情
報がカテゴリーごとに表示さ
れる。 
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①課題１：レポートの新規作成 

4).カテゴリーの選択 

「傷病者情報６」をクリックし
て、搬送機関の選定に関連
する項目を表示する。 



11 Copyright © 2012 NTT DATA Corporation 

①課題１：レポートの新規作成 

5).項目（搬送機関：選定：決定までの連絡回数）の選択 

「搬送機関：選定：決定までの
連絡回数」を「カラム（列）」へド
ラッグ＆ドロップする。 

【補足】 
項目の検索バーにキーワード
を入力し、検索アイコン   
をクリックすると、項目を絞り
込むことができる。 
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①課題１：レポートの新規作成 

5).項目（搬送機関：選定：決定までの連絡回数）の表示確認 

画面右側のキャンバスに、選
択した項目（搬送機関決定
までの連絡回数）が表形式
で表示される。 
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①課題１：レポートの新規作成 

6).集計項目(合計)の選択 

１．「出場情報」->「消防本部コード
【結合キー1】」を「カラム（列）」へドラッ
グ＆ドロップする。 

２．項目にカーソルを乗せると▼が表
示されるのでクリックする。 

３．開いたサブメニューから「集約」に
カーソルを乗せ、さらに展開したメ
ニューから「＃ 個数」をクリックする。 

【補足】 
件数をカウントするので、必ず値が入力されている「消防本部コード【結合キー】」でカウントする 



14 Copyright © 2012 NTT DATA Corporation 

①課題１：レポートの新規作成 

7).集計項目(合計)の表示確認 

画面右側のキャンバスに、
連絡回数ごとの小計が表
示される。 
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①課題１：レポートの新規作成 

8).集計項目(割合)の選択 

１．「出場情報」->「消防本部コード
【結合キー1】」を「カラム（列）」へドラッ
グ＆ドロップする。 

２．項目にカーソルを乗せると▼が表
示されるのでクリックする。 

３．開いたサブメニューから「集約」に
カーソルを乗せ、さらに展開したメ
ニューから「＃ 個数」をクリックする 

【補足】 
件数をカウントするので、必ず値が入力されている「消防本部コード【結合キー1】」でカウントする。 
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①課題１：レポートの新規作成 

9).集計項目(割合)の表示確認 

画面右側のキャンバスに、
連絡回数ごとの小計が表
示される。 
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①課題１：レポートの新規作成 

10).集計項目(割合)の選択 1．▼をクリックしてサブメニューを表
示する。 

2．開いたサブメニューから「高度な
関数」をクリックする 
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①課題１：レポートの新規作成 

11).関数の選択 

1．「関数の選択：」->「分析」を選択
します。 

2. 「合計値に対する百分率(%)」を
選択する。 

3. 「保存」をクリックする。 

【補足】 
項目の検索バーにキーワード
を入力すると、項目を絞り込
むことができる。 
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①課題１：レポートの新規作成 

12).集計項目(割合)の表示確認 

画面右側のキャンバスに、
連絡回数ごとのデータ件数
の割合が表示される。 
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①課題１：レポートの新規作成 

①レポート作成手順 

 

 (1)レポートに表示したい項目の設定 

 (2)各項目の表示設定 

 (3)フィルター設定 

 (4)分析スタイルの設定 
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①課題１：レポートの新規作成 

13).項目の表示設定画面 
１．「カラム（列）の書式」アイコンを
クリックして、「カラム（列）の書式」
画面を表示する。 

２．「カラム（列）の書式」画面の左側
には、レポート項目が表示される。 
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①課題１：レポートの新規作成 

14).項目の表示設定(合計) 

1．「Count消防本部コード【結
合キー１】」をクリックする。 2．「表示」欄に‘合計’と入力

する。 
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①課題１：レポートの新規作成 

15).項目の表示設定(割合) 

1．「%対 消防本部コード【結合
キー１】」をクリックする。 

2．「表示」欄に‘割合’と入力
する。 

3．「小数点以下桁数」欄に
‘1’と入力する。 

4．「接尾文字」欄に‘%’と入
力する。 
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①課題１：レポートの新規作成 

16).項目の表示設定(割合) 

１．「データ」->「位置合わせ」
で  (‘右寄せ’)を選択する。 

2．「×」をクリックして「カラム
（列）の書式」画面を閉じる。 



25 Copyright © 2012 NTT DATA Corporation 

①課題１：レポートの新規作成 

17). 表示設定の反映確認 

キャンバスの表に表示設定
が反映される。 
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①課題１：レポートの新規作成 

①レポート作成手順 

 

 (1)レポートに表示したい項目の設定 

 (2)各項目の表示設定 

 (3)フィルター設定 

 (4)レポートの保存 
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①課題１：レポートの新規作成 

18).フィルター項目の追加(発生年、発生月(一致条件用)) 

１．「出場情報」->「発生年」を「フィル
ター」へドラッグ＆ドロップする。 

2．「出場情報」->「発生月（一致条件
用）」を「フィルター」へドラッグ＆ドロッ
プする。 
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①課題１：レポートの新規作成 

19).フィルター項目の追加(救急隊判断緊急度) 

1．「傷病者情報６」->「救急隊判断緊
急度」を「フィルター」へドラッグ＆ドロッ
プする。 
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①課題１：レポートの新規作成 

20).フィルター項目の追加(第2因子：緊急度) 

1．「大阪府」->「第2因子：緊急度」を
「フィルター」へドラッグ＆ドロップする。 
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①課題１：レポートの新規作成 

21).フィルター項目の追加(初診時:転帰、入院時：入院(転帰)) 

1．「病院後情報」->「初診時：転帰」を
「フィルター」へドラッグ＆ドロップする。 

2．「病院後情報」->「入院時：入院
（転帰）」を「フィルター」へドラッグ＆ド
ロップする。 

3．「フィルター」->「設定」
をクリックする。 
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①課題１：レポートの新規作成 

22).フィルターの設定 

1. 「フィルターの設定」画面
で、各フィルター項目のフィ
ルター条件を「等しい（=）」
に変更する。 

2．「×」をクリックし、 
画面を閉じる。  
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①課題１：レポートの新規作成 

23).フィルターのデフォルト値設定(発生年) 

１．  （フィルターの書式）アイコンをクリックする。 

２．画面左側の「フィルター」欄から「発生
年」を選択し、「入力スタイル」->「デフォル
ト値」を ‘2014’ に設定する。 
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①課題１：レポートの新規作成 

24).フィルターのデフォルト値の設定(救急隊判断緊急度) 

1．「救急隊判断緊急度」を選択し、「入力ス
タイル」->「デフォルト値」に ‘高’ を設定する。 

2．「×」をクリックし、 
画面を閉じる  
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①課題１：レポートの新規作成 

①レポート作成手順 

 

 (1)レポートに表示したい項目の設定 

 (2)各項目の表示設定 

 (3)フィルター設定 

 (4)レポートの保存 
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①課題１：レポートの新規作成 

25).レポートの保存 
１．「レポート」 -> 「保存」 をクリックして「レポート設定」画面
を表示する。 

４．「検証用」を選択する。 

６．「有効化」をクリックしてレポートを保存する。 

２．レポート名を入力する。 
  例：「連絡回数分布_個人名又は機関名」 

３．レポートの説明を入力する。 

５．「共有」を選択する。 
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①課題１：レポートの新規作成 

26).レポート保存の完了 

3. 「×」をクリックして 
「レポート一覧」画面に戻る。 

1. 保存が完了すると、レポートが表示される。 

2. 「フィルター一覧」の条件を変更することにより、レ
ポートの表示内容が変わることを確認する。 
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②課題２：レポートの編集 

②レポート編集手順 

 

 (1)レポートの閲覧 

 (2)レポートの編集 

 (3)レポートの保存 
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②課題２：レポートの編集 

１．「閲覧」をクリックして 
  レポート一覧画面を表示する。 

1).レポートの閲覧 

2．検証用のフォルダをクリックする。 

3．作成したレポートが表示される。 
※レポート名をクリックするとレポートが開く。 
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②課題２：レポートの編集 

②レポート編集手順 

 

 (1)レポートの閲覧 

 (2)レポートの編集 

 (3)レポートの保存 
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②課題２：レポートの編集 

2).レポートの編集 

１．「編集」->「データ」を選択する。 

2．表示されたダイアログで「OK」
をクリックする。 
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②課題２：レポートの編集 

3).表示項目の追加 ２．項目にカーソルを乗せると▼が表
示されるのでクリックする。 

３．開いたサブメニューから「集約」に
カーソルを乗せ、さらに展開したメ
ニューから「% 平均」をクリックする。 

1．画面左側の「傷病者情報」欄にある「出場情報」->「現場到着から
病院到着までの時間」を「カラム（列）」へドラッグ＆ドロップする。 
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②課題２：レポートの編集 

4).項目の表示確認 

1. 画面右側のキャンバスに追加した
項目が表示されるのを確認する。 
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②課題２：レポートの編集 

②レポート編集手順 

 

 (1)レポートの閲覧 

 (2)レポートの編集 

 (3)レポートの保存 
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②課題２：レポートの編集 

5).レポートの保存 

１．「レポート」 -> 「別名で保存」 をクリックしてメニューを表示する。 

４．「検証用」を選択する。 

６．「有効化」をクリックしてレポートを保存する。 

２．レポート名を編集する。 
例：「連絡回数分布２」 

３．レポートの説明を編集する。 

５．「共有」を選択する。 
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②課題２：レポートの編集 

6).レポートの保存完了 

3. 「×」をクリックして 
レポート一覧画面に戻る。 

1. 保存が完了すると、レポートが表示される。 

2. 「フィルター一覧」の条件を変更することにより、レ
ポートの表示内容が変わることを確認する。 
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③課題３：ＥＸＣＥＬへのエクスポート 

1).レポートの閲覧 

１．「閲覧」をクリックして 
  レポート一覧画面を表示する。 

2．「コンテンツ」欄から「検証用」フォルダを選択する。 

3．作成したレポートをクリックして、レポートを表示する。 
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③課題３：ＥＸＣＥＬへのエクスポート 

2).Excelエクスポート 1.   「エクスポート」アイコンをクリックして、 
「レポートエクスポート」画面を表示する。 

2. 「Excelにエクスポート」をクリックする。 

3. 「エクスポート」をクリックする。 
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③課題３：ＥＸＣＥＬへのエクスポート 

3).Excelファイルの確認 

1. Excelファイルとしてダウンロードされたファイル
を開き、内容を確認する。 
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④課題４：グラフの作成 

1).レポートの編集 

１．「編集」->「グラフ」を選択する。 

2．表示されたダイアログで「OK」を
クリックする。 
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④課題４：グラフの作成 

2).グラフの縦軸と横軸に表示する項目の選択 

1．「メトリック(数値)」->「搬送機関：
選定：決定までの連絡回数」を「横軸」
へドラッグ＆ドロップする。 

2．「メトリック(数値)」->「割合」を「縦
軸」へドラッグ&ドロップする。 
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④課題４：グラフの作成 

3).グラフの種類の選択 １．画面右側の  「グラフの選択」アイコン 
をクリックする。 

2．「グラフの選択」->「カラム(列)」
->「縦棒グラフ」を選択する。 
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④課題４：グラフの作成 

4).縦軸の目盛りの設定 １．画面上部の  「軸」アイコンを
クリックする。 

2．「グラフの軸」->「縦軸」を選択する。 

4．「下限範囲」に‘0’、「上限範囲」に
‘100’、「目盛り単位」に‘10’を入力する。 

3．「軸の設定・縦軸」->「目盛り」を選
択する。 

5．「×」をクリックする。 
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④課題４：グラフの作成 

5).レポートの保存 

１．「レポート」 -> 「別名で保存」 をクリックしてメニューを表示する。 

４．「検証用」を選択する。 

６．「有効化」をクリックしてレポートを保存する。 

３．レポートの説明を編集する。 

５．「共有」を選択する。 

２．レポート名を編集する。 
例：「連絡回数分布３_個人名又は機関名」 
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④課題４：グラフの作成 

6).レポートの保存完了 

3. 「×」をクリックして 
レポート一覧画面に戻る。 

1. 保存が完了すると、グラフが表示される。 

2. 「フィルター一覧」の条件を変更することにより、レ
ポートの表示内容が変わることを確認する。 
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⑤課題５：レポートの削除 

1).レポートの閲覧 

１．「閲覧」をクリックして 
  レポート一覧画面を表示する。 

2．検証用のフォルダをクリックする。 

3．作成したレポートが表示される。 
※レポート名をクリックするとレポートが開く。 
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⑤課題５：レポートの削除 

2).レポートの削除 

１．「レポート」->「削除」をクリックする。 

2．「YES」をクリックする。 
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７．体験学習１（単表） 

休憩タイム 



58 Copyright © 2012 NTT DATA Corporation 

８．体験学習２（連表） 

＜カリキュラムの目的＞ 

一覧表より気になる数値をドリルスルーし事案情報（詳細）へ遷移させ仮説結果を検証してみましょう。 

 

・搬送連絡結果情報より、「理由分析レポート 明細」を作成する。 

・フィルタに、最終連絡回数、搬送連絡結果、第２因子、輪番を追加する。 

・ 「理由分析レポート 明細」より既存にある「事案詳細レポート」をドリルスルー機能【表移動】を利用し 

  遷移させるように設定する。 

・ 「理由分析レポート 明細」のフィルタ機能【絞込み】を利用し、対象の事案情報を閲覧し分析する。 

 例１）年齢区分＝高齢者 and 最終連絡回数>8  で分析。（困った高齢者の受入確認） 

 例２）輪番＝当番 and 連絡回数＝１ で分析。（輪番機能確認） 

 例３）救急隊判断緊急性＝高 ａｎｄ 最終連絡回数>8 で分析。（緊急度高未受入確認） 

 例４）救急隊判断緊急性＝高 ａｎｄ 搬送連絡結果＝搬送可 ａｎｄ 最終連絡回数<2 

    で分析。（緊急性高での最終受入・・・それぞれ母数を用意し上下評価） 

 例５）救急隊判断緊急性＝低 ａｎｄ 搬送連絡結果＝搬送可 ａｎｄ 最終連絡回数>8  

    で分析。（緊急性低での最終受入・・・それぞれ母数を用意し上下評価） 
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帳票仕様書２：理由分析レポート 明細 

１）帳票レイアウト仕様書 

事案詳細レポートへ画面
遷移する（課題８） 
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帳票仕様書３：「事案詳細レポート」をコピーし作成しましょう。 

１）帳票レイアウト仕様書 

一覧より大阪府統一事案番号を事案詳細レポート
のフィルタへ連結されることにより遷移する 

傷病者情報より作成したレポートと 
搬送連絡結果情報より作成したレポートを 
同時に表示する（課題７） 
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⑥課題６：一緒に一覧を作成しましょう。 

１）ベースとなるレポートをコピーします 

共有＞体験学習用 より 
「【デモ用】理由分析レポート 明細」を選択し、コピーする 
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⑥課題６：一緒に一覧を作成しましょう。 

２）表示項目を追加します。 

１．「傷病者情報１」->「大阪府統一事
案番号【結合キー】」を「カラム（列）」へ
ドラッグ＆ドロップする。 
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⑥課題６：一緒に一覧を作成しましょう。 

１．「カラム（列）の書式」アイコンを
クリックして、「カラム（列）の書式」
画面を表示する。 

２．「大阪府統一事案番号【結
合キー】 」をクリックする。 

３．「表示」欄に‘府統一事案
番号’と入力する。 

４．「×」をクリックして「条件付
き書式」画面を閉じる。 
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⑥課題６：一緒に一覧を作成しましょう。 

３）最終連絡回数が5回以上のセルに背景色をつけます。 

１．対象項目の右の▼を
クリックする 

２．展開したメニューより、
「条件付き書式」をクリック 

【補足】 
条件付き書式アイコンをクリッ
クし、対象項目を選択しても同
じ画面になります 
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⑥課題６：一緒に一覧を作成しましょう。 

１．演算子「以上（≧）」を選択し、
右の入力欄に「10」と入力 

２．背景色を指定する 

４．「×」をクリックして「条件付
き書式」画面を閉じる。 

３．同様に「5以上」で 
少し薄い色を設定する 
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⑥課題６：一緒に一覧を作成しましょう。 

４）保存します。 

１．レポート ＞ 保存 をクリックしてメニューを表示する 

４．「検証用」を選択する。 

６．「有効化」をクリックしてレポートを保存する。 

２．レポート名を入力する 
ファイル名の最後に「_個人名又は機関名」を追加する。 

３．レポートの説明を入力する 

５．「共有」を選択する。 
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⑦課題７：一緒に明細を作成しましょう。 

１）ベースとなるレポートを2つコピーします 

共有＞体験学習用 より 「【デモ用】事案詳細レポート」を
選択し、自圏域＞検証用にコピーする 

同様に、共有＞体験学習用 より 
 「【デモ用】事案詳細レポート 連絡結果」を選択し、 
自圏域＞検証用にコピーする 

【補足】 
後でこのレポート名で検索しますので、日付や名前をつけて、
検索しやすいレポート名で保存してください。 
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⑦課題７：一緒に明細を作成しましょう。 

２）マルチレポートで同時に表示させる設定をします 

１．「【デモ用】事案詳細レポート」の 
編集画面を開く 

２．分析スタイルの「マルチ表示」をチェックする 

３．「関連レポート」が増えるので、クリックする 
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⑦課題７：一緒に明細を作成しましょう。 

１．自圏域＞検証用にコピーしておいた 
連絡結果のレポートを、「マルチ表示
（右）」にドラッグ＆ドロップする 

２．フィルターの項目を選択し、 
「更新」ボタンをクリックする 
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⑦課題７：一緒に明細を作成しましょう。 

３）レポートを保存します 

１．レポート ＞ 保存 をクリックしてメニューを表示する 

６．「有効化」をクリックしてレポートを保存する。 
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⑧課題８：課題６に課題７をドリルスルー化させましょう。 

１）ドリルスルーの設定をします 

１．「【デモ用】理由分析レポート 明細」の 
編集画面を開く 

２．「ドリルスルー」を選択する 

３．「関連レポート」が増えるので、クリックする 
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⑧課題８：課題６に課題７をドリルスルー化させましょう。 

１．自圏域＞検証用に作成した 
事案詳細のレポートを、「ドリルス
ルー」にドラッグ＆ドロップする 

２．どの値をドリルスルー先レポートの 
フィルター値に設定するかを選択する 

３．どの項目をドリルスルー 
（リンク化）させるか選択する 

４．「更新」ボタンをクリック 
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⑧課題８：課題６に課題７をドリルスルー化させましょう。 

２）レポートを保存します 

１．レポート ＞ 保存 をクリックしてメニューを表示する 

６．「有効化」をクリックしてレポートを保存する。 
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⑧課題８：課題６に課題７をドリルスルー化させましょう。 

ドリルスルーの設定ができました 
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８．体験学習２（連表） 

休憩タイム 
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９．体験学習３（自分自身（自習形式）で仕様書を手書きで変更実施） 

＜カリキュラムの目的＞ 
仕様書を見て、自分自身でレポート帳票を作ってみましょう。 
※難しい場合は、添付しているレポート帳票をそのまま制作して下さい。 
 
・自分自身でレポート帳票を作成する。 
・仕様書から、自身で仮説を考えレポートを作成してみましょう。 
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帳票仕様書４：「医療機関別消防本部別発生月ごとの搬送数」 

１）帳票レイアウト仕様書 

帳票５まで作成したら、 
マルチ表示でタブ化する 
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２）項目仕様書 

a.データベースビュー設定 
  「         」を選択 

b.カラム【列】、ロウ【行】に関する設定 

傷病者情報 

No 列or行 
データ 
フィールド 項目名 編集内容 

１ 列 出場情報 発生月 - 

２ 列 出場情報 
消防本部コード【結合キー
１】 

個数による集約 

３ 行 傷病６ 搬送機関：機関コード 

４ 行 傷病６ 搬送機関：実施形態 

５ 行 傷病６ 搬送機関：機関名 

６ 行 出場情報 消防本部名 

７ 

帳票仕様書４：「医療機関別消防本部別発生月ごとの搬送数」 
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c.フィルターに関する設定 

No データ 
フィールド 

項目名 演算子 編集内容 初期値 

１ 傷病１ 搬送区分 と異なる(≠） 現場処置のみ 

２ 出場情報 発生年 等しい(=) - 2014 

３ 出場情報 2次医療圏名 等しい(=) - 自圏域 

４ 出場情報 消防本部名 一覧に含む - 

５ 病院後情報 2次医療圏名 等しい(=) - 

６ 病院後情報 医療機関名 一覧に含む - 

７ 

帳票仕様書４：「医療機関別消防本部別発生月ごとの搬送数」 
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１）帳票レイアウト仕様書 

帳票仕様書５：「医療機関別消防本部別覚知時間ごとの搬送数」 
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２）項目仕様書 

a.データベースビュー設定 
  「         」を選択 

b.カラム【列】、ロウ【行】に関する設定 

傷病者情報 

No 列or行 
データ 
フィールド 項目名 編集内容 

１ 列 出場情報 土日祝（システム） 

２ 列 出場情報 
覚知時間区分３ 
（診療時間内外） 

３ 列 出場情報 
消防本部コード【結合キー
１】 

個数による集約 

４ 行 傷病６ 搬送機関：機関コード 

５ 行 傷病６ 搬送機関：実施形態 

６ 行 傷病６ 搬送機関：機関名 

７ 行 出場情報 消防本部名 

帳票仕様書５：「医療機関別消防本部別覚知時間ごとの搬送数」 
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c.フィルターに関する設定 

No データ 
フィールド 

項目名 演算子 編集内容 初期値 

１ 傷病１ 搬送区分 と異なる(≠） 現場処置のみ 

２ 出場情報 発生年 等しい(=) - 2014 

３ 出場情報 2次医療圏名 等しい(=) - 自圏域 

４ 出場情報 消防本部名 一覧に含む - 

５ 病院後情報 2次医療圏名 等しい(=) - 

６ 病院後情報 医療機関名 一覧に含む - 

７ 

帳票仕様書５：「医療機関別消防本部別覚知時間ごとの搬送数」 
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帳票仕様書４：「医療機関別消防本部別発生月ごとの搬送数」 

３）関連レポート設定（マルチ表示でタブ化） 

マスターレポートと子レポートの 
フィルター項目をあわせることで、 
フィルター条件を引き継ぐ 
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帳票仕様書６：「搬送時間からの問題点」を作成しましょう。 

１）帳票レイアウト仕様書 
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２）項目仕様書 

a.データベースビュー設定 
  「         」を選択 

b.カラム【列】、ロウ【行】に関する設定 

傷病者情報 

No 列or行 
データ 
フィールド 項目名 編集内容 

１ 列 出場情報 入電から現場到着までの時間 グループデータ（※P88参照） 

２ 列 出場情報 
消防本部コード【結合キー
１】 

個数による集約 

３ 行 病院後情報 初診時：診療科目 

４ 

５ 

６ 

７ 

帳票仕様書６：「搬送時間からの問題点」を作成しましょう。 
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c.フィルターに関する設定 

No データ 
フィールド 

項目名 演算子 編集内容 初期値 

１ 傷病１ 搬送区分 と異なる(≠） 現場処置のみ 

２ 病院後情報 初診時：診療科目 IS NOT NULL 

３ 出場情報 発生年 等しい(=) - 2014 

４ 出場情報 発生月 の間（～） - 

５ 出場情報 発生曜日 の間（～） - 

６ 出場情報 覚知時間区分２(１H) 等しい(=) - 

７ 出場情報 消防本部名 一覧に含む - 

８ 傷病６ 搬送機関：機関名 一覧に含む - 

９ 傷病６ 初診医重症度判断 等しい(=) - 

帳票仕様書６：「搬送時間からの問題点」を作成しましょう。 
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No データ 
フィールド 

項目名 演算子 編集内容 初期値 

10 出場情報 
入電から現場到着まで
の時間 

の間（～） - 

11 大阪府 
選定理由：吐下血：
消化管出血 

等しい(=) - 

12 大阪府 
選定理由：脳血管疾
患 

等しい(=) - 

13 大阪府 
選定理由：循環器疾
患 

等しい(=) - 

14 大阪府 選定理由：四肢外傷 等しい(=) - 

帳票仕様書６：「搬送時間からの問題点」を作成しましょう。 
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帳票仕様書６：「搬送時間からの問題点」を作成しましょう。 

3）グループデータ設定 

１．対象項目の右の▼を
クリックする 

２．展開したメニューより、
「グループデータ」をクリック 
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帳票仕様書６：「搬送時間からの問題点」を作成しましょう。 

１．「グループ追加」をクリックする 

２．14分以下のグループを作成し、 
「保存」ボタンをクリックする 

３．同様に、 
「15-29分」 
「30-44分」 
「45-59分」 
「60分以上」 
のグループを作成する 

４．すべてのグループを作成した
ら、「保存」ボタンをクリック 
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体験学習編 終了 

おつかれさまでした 


